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・   氣 相 に 於 け ろ ア セ チ レ ン の

         水 和 反 慮 に つ い て (第1報)

              國 近  三 吾

 氣 相 に 於 て ア セ チ1ノ ンの 水 和 に よ る ア セ タ ル デ ヒ ドの 合 成 に 際 し,酸 性 白 一Eを憺 膿 と し,そ

の10%(重 量)に 相 當 す る カ ドミ ウ ム ク ロ メー ト(註)(CdCrO4・2H20:分 析 結 果 の實 測 値:

結 晶 水,13.2%,Cd,42.6%, Cr,19,6%);計 算 値 は夫 々,13,6%,42.6%,19.6%で あ る)を

澹 持…さ した 燭 媒 が250～350。Cで 有 数 で あ る事 を 既 に報 告 した が,そ の 後更 に こ の鰯 媒 に つ い

て 槍 討 した 結 果 の概 略 を述 べ る.

  1)澹   膿

 酸 性 白十 の 外 に 活 性 炭,輕 石,シ リ カゲ ル,酸 化 錫,ア ル ミナ,硅 藻 七,ベ ン トナ イ ト,水

酸 化 ク ロ ム,水 酸 化 マ グ ネ グネ シ ウ ム等 を澹 騰 と し,こ れ らの10%に 相 當 す る カ ド ミゥ ム ク ロ

メー トを澹 持 さ した 鯛 媒 に つ い て,ア ル デ ヒ ドの牧 量 を し らべ てみ る と,や は り酸 性 白土 が最

良 で あ る こ と が わか つ た.

  2)捲 膿 中 の カ ド ミウ ム ク ロ メ ー トの 分量 の 多 寡 が 牧 量 に 及 ぼ す 影 響

   註 Cd(NO3)2・4H20と(N「14),・Cr2070.水 溶液の混合物 にNII4011を 滴下 して生成す る黄 色結晶

                   (37)
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 酸 性 白 一f=に捲 持 させ るCdc!042H20の 分 景が 夫 々5,10,20%に な る や うに 調 製 した 鰯 媒

を用 ぴ てみ た 結 果,5～10%含 有 の もの が 適 當 で,20 %に して も反慮 率 を向 上 さ す こ とが 出來

な か つ た ・

  3)燭 媒 の 壽 命 と復 活

 この 鯛 媒 は250～350。Cで 活 性 が 張 く,し か も相 當 長 時 間 の使 用 に耐 へ 得 る の で あ るが,漸

次 そ の 活 性 が 低下 す る の で,こ れ を300～350。Cに 加 熱 しつ 曳察 氣 或 は 水 蒸 氣 を2～3時 間 通

過 さす と殆 ど復 活 し,こ の 操作 を数 回繰 返 して400時 間 使 用 して み た が,ま だ 活 性 が 傘減 した

程 度 で あ つ た.

  4)混 合 鰯 媒 と助 鰻 媒

 酸 挫 白 一ltにCdCl O4・2H20を10%入 れ 更 に夫 々5%のAl£Os,10%のBaCrO4,10%の

ZnCrO4,0・2%のCuCrO4・O・1%のAgaCrO4,を 含 有 す る数 種 の 鯛 媒 を用 ひ'(1實 験 した と こ ろ・

O.2%CuC: 04の 添 加 は 著 し く数 果 的 で あ る こ とが わ か つ た の で,更 にCuCiO4の 含 量 を かへ

て,夫 々1%,0.1%,O.05%宛 含 有 す る腸 媒 につ い て し らべ た 結 果,0.2～0.1%の ものが 最 適

で,助 鰯 媒 と してCuCrO4が 有 敏 で あ る こ と を見 出 した.

  5) 慶 ガ ス を循 環 さ して 反 復 使 用 した結 果

 反慮 管 を 出 た 慶 ガ ス を循 環 さ して 反 復 使 用 す る と きで も,慶 ガ ス中 に含 ま れ るCO,・, CO,

CH4, H2等 が この 反 鷹 に悪 い 影響 を及 ぼ さ ない こ と を認 め た ・

        牛 導 膿 の 研 究 其 の一

          過 酸 化 鉛 の 整 流 性 に 就 て

              阿  部 『  清

              田 中  哲 郎

              三  浦   藻

 孕導膿の整流機構 を明かにし出來得れば新 しい整流器を得 る目的 を以て種 々の孚導膿 につ き

實験を行つたが,そ の内過酸化鉛に關する研究結果を藪に扱告する・

 試料は硝酸鉛の溶液を電解 しニツケル陽極板上に電着 した過酸化鉛 を用ひた・先づ鐵針の先

を鋭 くした ものを過酸化鉛の表面に輕 く接鯛ぜしめた揚合,こ の接鯛窯に現はれる整流現象に

ついて述べ る・
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